
 

 

 

１ 目 的 

 認知症の人の意思が尊重され、できる限り住み慣れた地域で自分らしく暮らすことが

できる環境・体制づくりを推進するため、医療、介護及び生活支援サービス等の連携支

援を行う認知症地域支援推進員や認知症介護における地域全体の資質向上を担う認知

症介護指導者、就労支援機関職員など認知症の人や家族の支援者が、連携や協働できる

体制づくりを推進する。 

 

２ 主  催  山口県 

 

３ 日  時  令和７年２月 27日（木）14時 00分から 16時 30分まで 

 

４ 実施方法  オンライン（Zoom） 

 

５ 対 象 者  市町・健康福祉センター認知症施策担当者、認知症地域支援推進員、認 

知症介護指導者、家族会関係者、認知症疾患医療センター職員、オレンジ

ドクター、就労支援関係職員（山口労働局、山口産業保健総合支援センタ

ー、山口障害者職業センター、障害者就業・生活支援センター等）、介護施

設職員 等 

 

６ 定 員  150名 

 

７ 受 講 料  無料 

 

８ 研修プログラム 

時 間 内 容 

14:00～ オリエンテーション、挨拶 

14:05～ 

(60分) 

【講演】 

「認知症の人と創るやさしいまちづくり 

岩手県滝沢市における『スローショッピング』の取組」 

 医療法人館こんの神経内科・脳神経外科院長 

NPO法人やまぼうしネットワーク理事長     紺野 敏昭 

15:05～ 

(15分) 
【行政説明】山口県長寿社会課 

令和６年度 認知症施策連携推進研修会 

～認知症の人と創るやさしいまちづくり～ 



医療法人館こんの神経内科・脳神経外科院長 

NPO法人やまぼうしネットワーク理事長   紺野 敏昭 氏 

【略歴等】 

  昭和 53年岩手医科大学大学院修了。岩手県立久慈・大船渡・釜石病院などの県立病

院勤務を経て、岩手医科大学脳神経外科医長。平成 10年こんの神経内科・脳神経外科

クリニックを開業。平成 25年に５つの自治体と共に医療と介護の多職種連携ネットワ

ークを立ち上げる。認知症に関する講演会を多数行っており、認知症初期集中支援チ

ームの認知症サポート医も務めるなど、地域で活躍中。認知症の診断と治療にはその

人の暮らしに焦点を当てる必要があり、地域社会との連携が重要であると考えてい

る。孤立を解消するために地域資源に結び付ける社会的処方が大切と説く。 

 

【専門医】 

脳神経外科専門医 神経内科専門医 内科認定医 脳卒中専門医 頭痛専門医  

リハビリテーション認証臨床医 認知症サポート医 認知症専門医  

15:20～ 

(10分) 

【講話】 

「若年性認知症の人をつなぐ支援と連携」 

  山口県若年性認知症支援コーディネーター 小野 みさ江 

15:30～ 

(25分) 

【活動紹介】 

「施設で暮らす若年性認知症の人が自分らしく活躍するために」 

社会福祉法人むべの里光栄グループホーム藤山 所長 内田 ユミ 

15:55～  グループ分け 

16:00～ 

(30分) 

【情報交換】（圏域別グループディスカッション） 

テーマ：私たちの活動に、ご本人の参画をどのように進めていくか  

16:30 【閉会】 

 

９ 参加申込みについて 

別紙「受講のご案内」を参照し、山口県ホームページ専用申込フォームから、令和７

年２月 17日（月）までに、お申込みください。 

 

１０ 問い合わせ先 

山口県健康福祉部 長寿社会課地域包括ケア推進班（担当：鯨田） 

 TEL 083-933-2788  FAX 083-933-2809 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講 師 紹 介 


